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浴室(既存)
構造：木造

【 凡 例 】

申請建築物
※ 保存建築物登録予定

(大磯町歴史的建築物の保存及び
活用に関する条例より登録予定の建物)

計画敷地

既存建築物

基準法上の道路

新築建築物

昭和記念公園管理エリア

大磯町管理エリア

特別緑地保全地区
(大磯町管理エリア)

案内棟(新築)
　延床面積：18.68㎡
  構　　造：木造

入場ゲート(新築)
　水平投影面積：約11㎡
　構造：木造

蔵(既存)
構造：木造

旧大隈重信別邸･旧古河別邸主屋
(既存･適用除外対象)
構造：木造
※ 大磯町指定有形文化財

トイレ棟(新築)
延床面積：30.00㎡
構　　造：木造

洗濯場(既存)
構造：木造

入場ゲート(新築)
水平投影面積：10㎡以下
構造：木造
※ この門は、閉鎖

陸奥宗光別邸跡･旧古河別邸主屋
(既存･適用除外対象)
構造：木造
※ 大磯町指定有形文化財

四阿(新築)
延床面積：約26㎡
構　　造：木造及びRC造

屋敷稲荷(展示物)

配 置 計 画 方 針

①既存棟（旧大隈重信別邸・旧古河別邸、陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸、附属屋）

・すべて現状の配置を保持する。

資料２-１　旧大隈重信別邸・旧古河別邸及び陸奥宗光別邸跡・旧古河別邸エリア　 配置計画方針

②案内棟

・邸園入口の門を通り抜けた先に、植栽越しに邸宅を垣間見せるという邸園工事の演出意図

を阻害しないよう、門の正面を避けた建物配置とする。

また、基本計画で示された邸園の将来像にも対応した配置である。

③トイレ棟

・既存の仮設トイレ置場を活用し、邸宅に近い場所としながらも目立ちにくい場所に配置し

ている。仮設の山留壁を建物の壁で代替し、石垣上の地盤を安定させることも意図した。

配置計画図
※園内通路は、別途外構計画による

計 画 建 物 概 要

計画建物概要表




